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議
会
運
営
香
員
会
仲
終
ね
ツ
一　
・思
早
関
化
は
９
准
２
９
９
θ

Ｒ
〔
定
御
市
議
会
議
実
事
か
配
一
万
９
千
円
の

一軽
会
計
の
増
籟

布
さ
必
ま
し
た
。　
　
　
　
　
一が
■
で
す
。
主
な
も
の
は
，
毎

報
告
関
僣
て
は

，
白
昴
早
畢

一
年
度

の
臨
時
福
祉
綸
付
年
の
精

故
に
対
す
る
糧
宅
鮮
確
や
市
曾

一
卓

に
お
Ｂ
曰

へ
い
返
還

２
應

４

佳
亀
に
４
３
静
ん
の
提
起
な
で

一
３
３
８
，
４
４
円
、
書
雪

二
〓

５
村
の
お
早
専
業
無
分
な
　
　
一
日

・
弊
爵

・
磁
嘉

・
疎
士

・
幸

・
わ
歌
蛉

，
右
学
東
小
ヴ
族
の

林
首
飴

の
吊
り
天
事
の
羅
ム
／

聴

９
４
夕
θ
η
Ｐ
，
筈
年
度
～

百

マ
世
常
臨
時
特
例
総
付
金
犠

算
に
よ
う
口

（
の
遅
建
９
５
９

３
万
／
４
∩
，
Ｌ
Ｅ
Ｄ
書
襲
請

卑̈
均
４
讐

＾
設
置

４
４
万
円
、

む
湯
署
ｒ
春
工
事
ｎ
赦
計

ヒ
旧
高
足
薦
を

ノヽ
ワ
ー
解
贅

■

争ヽ

３
８
２
０
万
６
千
円
、
古
料

た

Λ
ホ
‐
ι

・
サ

ー
ビ

ス
付
き

嵩
齢
方
向
嗜
ｆ
ｔ
の
ス

７
リ
ン

ワ
ラ

‐
率
鶯

考

帥
３
５
ο
６

ろ

／
千
円
、
地
域
ｉ
ぇ
な
い
で
シ

９
‐
摯
碑
笏
飾
３
千
う
の
、
カ

じ
が
未
利
用
壇
幸
お
∩
し
た
依

風
辞
繰
ｑ
百
石
∩
、
ヘロ
ロ
ーー
考

に
ぉ
３
市
差
ご
覧
坦　
来
路
、

林
道

Υ
算
じ
貧
園
、
誰
み
っ

リ
パ
ー
ク
、
準
早
ビ
‐
チ
誓
〓

∩
∪
符
日
か
ら
９
月
定
利
ホ
諄
食

一盤
昇
補
正
三鷲
政
誤
集

わ

ｆ

３

１

亀■

「
　

ふ
摯
，

鵞げぼビ

Ｑ
は
嶋
／
７
ο
ο
ろ
８
■
円
‘

わ
撤
生
∬
γ

ホ
豚
伊
視

ω

夕
７
シ
‐
集
り
場
の
感
々
３
月

３
０
９
石
６
４
〔
な
ど
て
す
。

各
副
田
稀
で
い
素
律
碑
こ
に

マ｀
為

棗
下
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク

今
年
は
結
蕊
三
ふ
校
野
球

ｔ

テ
じ
じ
で
見
ま

し
た
。
苦
同

桟
野
擦
／
ο
ｏ
年
と
甲
２
）

て
て
　
三
喜

一́き
た
の
ｒ
蒙

ゴ
か
ら
竿
ま
り
，
大
会
前
か

ら
議
鐘
ｏ
早
実
ｏ
一着
］選
手

ち
て
一慮
ｉ

て
お
き
た
い
と

臼
に
っ
た
か
ら
で
す
。
と
、
上き

っ
て
ｔ
お
く
見
て
／
試
合
中

３
回
く
ら
い
で
す
。
主
ち
上

が
り
の
ｒ
ロ
ド
占
Ｎ伊
入
５
こ

と
ギ
、
で
人
で
ん
錠
、
て
く

る
ベ
ッ
タ
ー
や
程
手
の
父
ご

か
η
い
こ
と
ｔ
気
り
ま
し
た
。

隊
〓
ノｅ
ｔ†
ｔ
起
え
一く
き
ゎ

今週o

AE
( ?o rz)

群
メ

引
ｐ
錮
た
の
教
こ

手
激

料
ゑ

副
享

居
等

″^
少
鶴

め
准

漸
漬
車
の
各

制
。

マ

ｏ
純

古
道
″
保
秀
行

工
事
請
９
雫
釣
藤
結
。

●
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

¨

￥
夕
な
の
が
ス
ポ

ー
ツ
の
良

一

さ

で
す
が
　
い
状
世
界

の
ス

一

ル

ー
ツ
の
群
共

の
家
よ
オ
ツ

，

ン
ピ

ッ
７
を
め
ぐ
ヽ
ス

、
新

一

回
立
現
蒋
場

や

Ｉ
ン
デ
レ
ム

一

の
´
ア
ザ
イ
ン
に

つ
い
て
何
や

」

ら
査
な
気
配
か
た
む
ぉ
ぅ
マ

一

い
ま
す
。
ヽ
そヽ
う
の

Ｉ

‐

」

ス
を
印

く
た
い
に
私
い
頭
に

ヽ

い
、
五
僑
招
致
で
中
絡
首
相

一一

が
世
果
に
向
か
っ
て
ｑ
潔
射

一

能
の
導
業
水

―ょ
党
Ｃ
に
プ
ロ

一

，
ワ
し
て
い
ま
す

」
と
叫
ん

ニ

い
、
五
僑
招
致
で
中
絡
首
相

一

が
世
果

に
向
か
っ
て
ｑ
潔
射

一

能
の
導
業
水

―ょ
党
Ｃ
に
プ
ロ

一

，
ワ
し
て
い
ま
す

」
と
叫
ん

一

ぜ

こ
と
ば
げ
嶋
ユ
牢
＜
の
で

一

オ
′。
申
滞
せ
櫓
は
す
ぃ
不
０

一

鳴

ご
退
場
腰

し、
ま
す

。
　

一

ひいじなな
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ふ
ぞ
ら
し
い
れ
が
名
き
事
し
た

〓
ん
日
本
共
産

終
勒
”
年
の
票
に

す
繕
白
ｒ
怪
性
に
よ
う
戦

鼻

索
策
動
の
さ
な
い
‐
７

ン
フ
・
太
平
済
学
十
の
日
本

の
敗
戦
伊
・ら
”
讐
父」迎
え
圭

し
た
。
守
詰
首
相
は
４
日
だ

寿
の
「
励
霊

要
一」
に
「
不

戦
９
品

」
ち
で
曾
曇
百
暑

キ
ヽ
せ
た
一ヵ
）で
、記
者
会
見
て

時
戦
争
去
常
に
つ
レ，
て
「
日
米

国
盟
か
占
κ金
に
灘
籠
す
３
」
「

ψ
罹

導
制
」
と
述
べ
、
「
戦

争
＋
き
口
」
（実
ｔ
嘔
総
黙
「

む
よ
弓
ら
に
し
て
い
ま
す
。

印
年
ユ則

日
本
が
敗
み
た
戦

争
は
、
３
／
０
万
人
以
上
の
日

民
ヒ
２
０
０
０
万
ん
〓
む
す
ア

ン
ア
話
国
民
ｔ
犠
牲
に
し
た
毛

の
で
す
ο
「
政
々
の
一灯
る
に

よ
っ
て
再
び
じ
年
の
修
潮
か

き
る
こ
こ
の
な
レゝ
Ｔ
，
に
す

る
」
↑
憲
ジ
論
Ｉ
）
来
意
ｔ

実
現
し
て
い
く
こ
と
か
が
町

集
で
す
二
曇
奮
菫
″
後
は
、

息
法
と
踏
み
に
じ
り
，
ハ
い

日
本
ｔ
「
荘
外
で
戦
量
，
３

日
」
に
安
え
さ
せ
た
い
た
ひ

に
も
戦
争
玄
堂
慮
嵯
″４
ざ
し

て
薄
張
り
ま
す

戦争法集t 爆に′
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引

含
こ

四
Ｏ
Ｃ

蒸

（ホ
）

ち

Ｃ
ａ

９
４
（月
）

鳳
日
（曜
）

本

会

議

常
件
を
２
４

//

本

会

議

会

議
番
員
丹
撫
ぎ
、
討
論

裸
求

償
暴
ゴ
奪
曇
曾
付
託

繁
室
説
明

　

〔
請
願
受
翠
期
限
〕

「貧
ヒ
豊
富ら
せ
ば
』０
適
面
甲見
て

９
月
定
型
亜
蒙

日ヽ
程
０

４
年
ぶ
り
の
口
体
印
確
で
，

格
準
備
ヤ
零
国
の
間
係
で
ｑ
日

定
倒
市
議
ｅ
は

一
級
管
間
ｔ
せ

８
月
９
β
（
日
）
市
民
会
館

ｆｌ、ホ
ー
ル
で
増
如
錢
資
（なＳ
ｎ

ね
合
″
こ
ま
っ
庵
悛
竣
「
父
て

莫
ら
せ
ば
」
ｔ
見
ま
し
た
。
こ

■
つ
庵
は
、
座
付
を
看
二
〒
上

ひ
十
しヽ
作
品
の
半
８
上
竣
す
３

た
あ
反
印

に
誉
ち
久
た
制
作

集
団
で
す
。

／
９
４
８
年
の
広
島
。
さ
場

人
物
は
、
口
著
館
に
動
仏
３
美

幸
ヨ
こ
父
親
の
け
達
の
２
人
か

け
で
す
。
け
逍
は
広
島
の
原
疑

て
き
く
ら
，た
の
で
す
伊
、
な

ぜ
か
姜
奪
工
ω
身
の
回
リ
ヤ
美

ず
に
会
知
ｔ
降
縮
し
た
い
て
い

う
拝
実
が
よ
り
‘
日
本
書
藩
党

ホ
轟
ａ
ｔ
回
応
し
ま
し
た
。

墾
土
ｏ
恋
帝
め
世
話
ｇ
す
る
の

■
す
。
籠
唱
で
父
経
ぎ
七
く
し

た
美
幸
Ｉ
Ｐ
抱
え
５
と
き
残
つ

た
と
ｏ
罪
墨
憲
と
理
を
含
５
厚

境
に
よ
う
入
了
奪
わ
来
た
け

造
の
吐
き
吋
った
銀
へ
の
２
し‐

炒
交
錯
す
る
翼
台
て
し
た
。

や

ら
ぽ
り
戦
争
し
た
ら
あ
づ

ん
ヒ
‐
神
曝

と
い
っ
点

で
は
原

祭
ｔ
ム
”
ん
て
思

い
ま
す

。
Ｒ

峙
雄
践
”
年
の
日
に
見
た
の
も

何
か
い
困
緞
と
き
ぢ
た
な
く
ｔ
ム

リ
ま
せ
ん
。
―
蒔
融
¨
υ
令
て
し、

う

上
竣
慮
閤
七
や

か
っ
た

で
ｔ

「
広
島
の
人
な
り
い
た
し
，
一
り
ま
し
た
。
呉
早
墨
宋
支
Ｌ

た
古
い
着
つ
と
は
で
い
て
い
た
一
が
あ
ら
の
で
、
何
か
編
に
立
て

ら

、
本
几
の
前
ｔ
神
強
す
３
ｔ

一
げ
」
て
届
け
マ
＜
家
に
ち
か
あ

ｔ
ｔ
，
市
が
誕
い
つ
け
て
ム
一
り
ま
し
た
。ゞ
与
品
の
作
業
に
の

え
札
用
に
印
詢
し
た
も

い
の
令
り
物
か
ど
β
い

ネ
ま
す
。
コ
ピ
ー
し
ス

理
品
は
、
平
和
を
員
会

に
亀
け
て
も
ち
う
よ
う

社
導
界
ち
，
ホ
議
案

恥
い
し
ま
し
た
。


